
業務用スーパー向け
画像認識を用いた業務支援システム

-品出し・商品検索機能-
開発プロジェクト



背景




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背景②





今回力を入れる箇所









目的・目標

1.目的

⚫商品が少なくなってきた時に、品出しが出来るようにする
⚫ピッキング業務の効率化
⚫各商品ごとの状況を把握する

2.目標

⚫必要な時に品出しを行える（品出し業務の負担削減）
⚫商品の陳列位置を明確化し、効率的に品出しできる
⚫倉庫内の商品場所を明確にする
⚫通知設定をできる



関係する利用者

1.クライアント
業務スーパー

2.エンドユーザー
システム操作・品出し支援・ピッキング業務支援
スーパーで働く従業員



機能一覧

• 前陳or品出し通知機能
-商品ごとの既定値に達したら前陳or品出しをするように通知する
例：商品を手に取った回数をカウントする

• 品出し最終時間記録
-商品ごとに既定時間の設定を可能にする
例：3時間置きに．．．

• 商品・棚検索機能
-商品名入力やバーコードスキャンで配置している棚を検索できる(倉庫内)

• 基準値設定機能
-品出しをする基準の設定



業務フロー
～改善前～

1. 陳列棚を目視で確認する

2. 在庫状況から要補充商品を判断する

3. 倉庫からピッキングする

4. ルートを決定する

5. 品出しする

(納品後に棚別に商品を仕分けする際、非効率な状態

になっている)

https://j-sen.jp/press/article/2136/
https://www.hatarako.net/contents/shokushu/shinadashi_picking/

参考文献

従業員

ピッキング

売場確認

商品補充・整頓

ルート決定

在庫状況確認
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https://www.hatarako.net/contents/shokushu/shinadashi_picking/


業務フロー

～改善後～
システム 従業員

通知削除

画面を確認

商品補充・整頓

ピッキング

補充記録入力

1. 陳列棚をカメラで撮影する

2. 画像認識により在庫状況を数値化する

3. 予め店舗側が設定した基準値に達した場合通知する

4. 従業員が内容を確認し商品を品出しする

5. 作業完了を記録し、通知が削除される

購入状況撮影

商品情報を
管理

基準値割れの
ものを通知

売場確認を
システムで代替

画像認識

納品

バーコード読取

商品情報取得

・カテゴリー
・棚別に仕分け



システム構成図

商品登録

カテゴリー設定

マッピング設定

DB
データ保存
(MySQL) 実行者記録

棚設定

基準値設定

基準値設定

品出し
・前陳通知 DB

履歴保存
(MySQL)

商品ごとの
棚情報取得

デバイスに表示
(ピッキング支援)

PC機器 モバイル機器カメラ

カメラ

商品数の把握

HTML,CSS,PHP,JavaScript Openpose,Flask,
Python

モバイル機器

バーコード撮影

Python,HTML,CSS

※モバイル機器はカメラ付きに限る



カメラ位置








	スライド 1: 業務用スーパー向け 画像認識を用いた業務支援システム -品出し・商品検索機能- 開発プロジェクト 
	スライド 2: 背景
	スライド 3: 背景②
	スライド 4: 目的・目標
	スライド 5: 関係する利用者
	スライド 6: 機能一覧
	スライド 7: 業務フロー　 ～改善前～
	スライド 8: 業務フロー　 ～改善後～
	スライド 9: システム構成図
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13

